
 
道立青少年教育施設についての基本的な考え方 概要版 

H21.12 北海道教育委員会 
１ 道立青少年教育施設の現状とこれまでの実績 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 道立青少年教育施設を取り巻く社会情勢の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ あり方検討の視点 
 
 
 

施設名(所在地) 設置年 敷地面積(所有) 

青年の家(深川市) S37(H12改築) 66,635㎡(道有地) 

洞爺少年自然の家(洞爺湖町) S48 41,126㎡(道有地) 

砂川少年自然の家(砂川市) S50 10,360㎡(道有地) 

常呂少年自然の家(北見市) S43(H2改築・H3移管) 13,626㎡(北見市) 

厚岸少年自然の家(厚岸町) H５ 18,223㎡(厚岸町) 

森少年自然の家(森町) H８ 34,484㎡(森 町) 

足寄少年自然の家(足寄町) H９ 34,000㎡(足寄町) 

対応方策 解決方策 

 

①子供たちの体験経験が減少 

 国立オリンピック記念青少年総合センター調査(H18)、道民意識調査(H19)など 

②答申 

 生涯審答申(H11)～心の成長には、豊かな体験が不可欠 

 中教審答申(H14)～体験活動を計画的・体系的に推進する 

③関係法令 

 学校教育法・社会教育法～学校内外における体験活動の充実 

新学習指導要領～道徳、特別活動(遠足・集団宿泊的行事)等 

④宿泊体験の効果(｢体験活動事例集｣ H20.1 文部科学省) 

 宿泊体験がルールを守る意識や規則正しい生活習慣づくりに寄与 

①文科省、環境省、農水省などの連携による体験活動の拡充 

②学習指導要領の改定 

③体験活動の効果に関する理論の明確化 

④指導者・ボランティアの不足 

⑤身近な｢場｣・｢プログラム｣の不足 

■本道の子供たちを巡る新たな課題 
□学ぶ意欲の低下       □いじめ・不登校   

□規範意識の低下       □体力・運動能力の低下 

□生活習慣や生活リズムの乱れ □暴力行為などの問題行動 

□職業観・勤労観の未成熟   □LD･ADHDなどの発達障害 

□心の健康の問題 など(北海道教育推進計画から) 

体験活動の充実 

■新たな役割 
■体験活動を提供している施設との連携 
■利用者の経済的負担 
■建物の老朽化への対応 
■フルコストによる運営経費 
■国、市町村の動向 など 

 

多様な体験活動のための環境づくり 
子供たちに多様な体験活動のできる場や機会を提供 

(仮称)体験活動支援センター 

 背 

景 

市町村を支援する先導性 
子供たちの健やかな成長のための体験プログラムを開発 

(仮称)体験活動開発センター 

国立施設 
・道内２ヶ所(定員400名) 

・国の青少年施策の具現化 
 (都道府県に対する支援) 

・大規模団体の研修 

・間接指導中心 

市町村立施設 

・市町村立(50ヶ所) 
うち廃校校舎活用(43ヶ所) 

・利用定員が小規模 

・指導者の未配置が多い 

民 間 

・少人数への対応が中心 
・レジャー的な要素が強い 

・採算性の重視 

 見
通
し 

場や機会が必要 

青少年教育施設の役割 

道立青少年教育施設 
・道内７ヶ所(定員200名) 
・市町村に対する支援 

・宿泊研修の利用が多い 

・安価な利用料金 

視

点 

■平成20年度の利用状況(７施設合計・平均) 
・延利用者数：248,242人 

・実宿泊者数：107,396人(うち宿泊研修40％) 

・宿泊稼働率：26.8％ 
■主催事業(平成21年度) 

・地域の歴史を学ぶ、環境に対する気づきを深めるなど130事業 

■運営経費(平成20年度フルコスト) 
・631,812千円(うち指定管理者負担金398,616千円) 

■運営体制 

・指定管理者と駐在職員(3～4名) 
★実績 

・自然体験の普及、宿泊研修への支援、ボランティア育成など 

■道立青少年教育施設の今後の課題 
□児童生徒数の減少 

□廃校校舎等を活用した類似施設の増加 
□繁忙期と閑散期の差(宿泊稼働率) 

□建物・設備の老朽化 

□民間による活動機会の提供 
□利用形態の変化 など 

○配置場所や数 

○管理運営体制 

○利用料金制度 など 

検討期間 次期指定管理期間中(H22～H23) 

新たな体制 
(Ｈ24～) 

これからの時代にふさわしい道立青少年教育施設の姿 

状況の変化に対応した 
施設運営 

全道的視野での 

見直しが必要 

在
り
方 

地域の声 


